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今

年

の

降

雨

は

草

地

に

ど

の

よ
う
な
影
響
を
あ
た
え
る
か 

 

 

 

気
象
災
害
に
つ
い
て
連
日
の
よ

う
に
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
降
水

量
は
観
測
史
上
最
も
高
く
、
収
穫

作
業
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
（
図
１
）
。
今
回
は
、
今
年
の

多
雨
が
草
地
の
植
生
に
ど
う
影
響

を
あ
た
え
る
か
に
つ
い
て
考
え
ま

す
。 

 

 

草
地
は
、
降
雨
や
肥
料
散
布
に

よ
り
酸
性
化
し
ま
す
（
図
２
）
。
雨

水

に

含

ま

れ

る

水

素

イ

オ

ン(H

＋)

は
、
土
壌
に
吸
着
さ
れ
て
い
る

カ
ル
シ
ウ
ム(C

a
)

、
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム(M
g

)

、

カ

リ

ウ

ム(K
)

、

ナ

ト

リ
ウ
ム(N

a
)

を
洗
い
流
し
、
土
壌

を
少
し
ず
つ
酸
性
化
さ
せ
ま
す
。 

年
間
の
降
水
量
が
高
い
ほ
ど
土

壌
の
ｐ
Ｈ
が
低
下
す
る
こ
と
か
ら

今
年
は
注
意
が
必
要
で
す
。 

 

 

 

 

降
水
量
と
収
量
の
関
係
は
、
酸

性
化
し
た
草
地
に
お
い
て
、
多
雨

年
で
影
響
は
少
な
く
、
少
雨
年
で

収
量
が
減
少
す
る
こ
と
が
研
究
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
３
）
。 

こ
れ
は
土
壌
水
分
の
低
下
に
と

も
な
い
、
土
壌
溶
液
中
の
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
濃
度
が
高
ま
り
、
牧
草
の

リ
ン
酸
吸
収
を
阻
害
す
る
こ
と
が

原
因
で
す
。 

草
地
の
酸
性
化
を
放
置
し
て
い

る
と
、
今
後
の
少
雨
年
に
お
い
て

収
量
が
低
下
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
植
生
を
悪
化
さ

せ
る
原
因
と
な
り
、
生
産
性
が
低

い
草
地
に
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。 

 

 

今
後
、
気
象
の
年
次
変
動
で
草

地
の
収
量
性
が
左
右
さ
れ
な
い
管

理
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
特
に
酸
性

化
防
止
の
取
組
も
重
要
性
が
高
ま

る
も
の
と
考
え
ま
す
。 

草

地

土

壌

で

適

正

と

さ

れ

る

ｐ
Ｈ
は
５
・
５
～
６
．
５
で
す
。

ｐ
Ｈ
が
５
．
５
～
６
．
０
の
草
地

で
は
、
年
間
１
０
ア
ー
ル
あ
た
り

４
０
ｋ
ｇ
の
炭
カ
ル
施
用
を
オ
ス

ス
メ
し
ま
す
。
土
壌
分
析
を
活
用

し
、
石
灰
資
材
に
よ
る
ｐ
Ｈ
の
矯

正
と
適
正
施
肥
に
努
め
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

ま
た
、
当
地
域
で
広
く
分
布
す

る
火
山
性
土
は
、
一
般
的
に
肥
料

成
分
を
保
持
す
る
能
力
が
低
く
、

肥
料
が
流
亡
す
る
リ
ス
ク
が
高
い

た
め
、
堆
肥
散
布
に
よ
る
保
肥
力

の
向
上
も
重
要
な
管
理
作
業
で
す
。 

  （
参
考
）
経
年
的
酸
性
化
草
地
に

お
け
る
牧
草
生
育
と
降
水
量
の
関

係
（
土
壌
肥
誌

1
9
8
9
 

宝
示
戸
、

西
宗
） 

 

石
灰
の
散

布

と
土
壌

分

析
に

よ
る
施
肥
を
実
施
し
ま
し
ょ
う 

酸
性
化
し
た
草
地
は
、
少
雨
年

に
著
し
い
低
収
量
を
招
く 

年

間

の

降

水

量

が

高

い

ほ

ど

土
壌
は
酸
性
化
す
る 

 

観
測
史
上
最
も
高
い
降
水
量 

図１  降水量の推移（過去平均は 1986-2010 年） 

図２  雨水による土壌の酸性化の模式図  

（農文協  土壌学の基礎より）  

図３  収量と降水量の  

関係モデル（宝示戸ら）  

(mm) 


